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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　噴霧アセンブリを有する注出装置において、前記噴霧アセンブリが、少なくとも２種類
の液体成分用の混合アセンブリと共に混合噴霧ヘッド（３）内部に配置され、
　前記噴霧アセンブリが旋回チャンバ（４１）を備え、
　前記混合アセンブリが前記旋回チャンバ（４１）より前に配置されかつ鋸歯状混合要素
（４５）を有する環状混合チャンバ(３９)を備え、
　前記旋回チャンバ（４１）は前記環状混合チャンバ（３９）と同心に配置されかつ噴霧
出口（４２）中に開口し、
　ユニットを形成する前記混合噴霧ヘッド（３）が、複数成分注出器（２）に取外し可能
に取り付けることができる注出装置。
【請求項２】
　前記環状混合チャンバ（３９）が前記旋回チャンバ（４１）を囲む、請求項１に記載の
装置。
【請求項３】
　前記環状混合チャンバ（３９）が前記旋回チャンバ（４１）と実質的に同一面に配置さ
れる、請求項１又は２に記載の注出装置。
【請求項４】
　前記環状混合チャンバ（３９）が、混合する成分用の供給ダクト（４３）と、前記環状
混合チャンバ（３９）から前記旋回チャンバ（４１）に通じる供給通路（４０）とを有し
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、前記環状混合チャンバ（３９）が、該環状混合チャンバ（３９）の底壁（４４）に対向
するそれ自体の側で、混合噴霧ピース（８）の遮蔽部（３７）中に、前記鋸歯状混合要素
（４５）を有する、請求項１に記載の注出装置。
【請求項５】
　前記混合噴霧ヘッド（３）が、移行ハウジング（７）に連結されている前記混合噴霧ピ
ース（８）から形成される、請求項１から４までのいずれか一項に記載の注出装置。
【請求項６】
　前記複数成分注出器（２）と前記移行ハウジング（７）との固定領域（９）が、相対回
転運動なしに前記混合噴霧ヘッド（３）を取り付け又は取り外せるように構成されている
、請求項５に記載の注出装置。
【請求項７】
　前記移行ハウジング（７）の前記固定領域（９）が変形可能である、請求項６に記載の
注出装置。
【請求項８】
　前記複数成分注出器（２）の前記固定領域（９）が、前記移行ハウジング（７）に形成
された陥凹（１９、２０）内に係合するスナップ突端（１７、１８）を有する、請求項６
又は７に記載の注出装置。
【請求項９】
　前記混合噴霧ピース（６１）が圧縮空気入口（６０）を備える遮蔽部（５９）を含む、
請求項１から８までのいずれか一項に記載の注出装置。
【請求項１０】
　複数成分注出器（２）に取外し可能に取り付け得るユニットを形成する混合噴霧ヘッド
（３）を含む注出装置において、前記混合噴霧ヘッド（３）が、
　底壁（４４）を形成する端部を有する移行ハウジング（７）と、
　前記移行ハウジング（７）と接続される別個の混合噴霧ピース（８）と、を含み、
　前記混合噴霧ピース（８）は、前記移行ハウジング（７）の底壁（４４）を覆う遮蔽部
（３７）を有し、該遮蔽部（３７）と前記底壁（４４）は共に環状混合チャンバ（３９）
の範囲を定めかつ共に旋回チャンバ（４１）の範囲を定め、前記旋回チャンバ（４１）は
前記環状混合チャンバ（３９）によって囲まれ、該環状混合チャンバ（３９）は鋸歯状混
合要素（４５）と、前記環状混合チャンバ（３９）へ導入する供給ダクト（４３）と、前
記環状混合チャンバ（３９）から前記旋回チャンバ（４１）へ導入する複数の供給通路（
４０）とを有する、注出装置。
【請求項１１】
　前記環状混合チャンバ（３９）、前記旋回チャンバ（４１）、前記供給通路（４０）、
及び前記供給ダクト（４３）が前記混合噴霧ピース（８）の遮蔽部（３７）の窪み及び溝
によって形成され、前記底壁（４４）は平面である請求項１０に記載の注出装置。
【請求項１２】
　さらに前記混合噴霧ヘッド（３）を取り外し可能に取り付けられる複数成分注出器（２
）を含む、請求項１から１１のいずれか一項に記載の注出装置。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、請求項１のプリアンブル記載の噴霧アセンブリを有する注出装置に関する。
この種の装置は、例えばＵＳ－Ａ－４　２６０　１１０によって公知であるが、その特許
は主として、噴霧ノズルの設計に関する。その特許明細書は単に、単一成分用の噴霧ノズ
ルを有する注出装置を開示する。
【背景技術】
【０００２】
　しかし、ある種の医療用途では、２成分の物質が、２連の注射筒又は２連のカートリッ
ジ中に貯蔵され、静的ミキサを用いて混合され、様々な塗布機器を使用して注出される。
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大きな面への注出に対し、又は塗布機器によって混合物質を散布することが不可能なとき
、噴霧システムを使用する必要がある。従来の噴霧アセンブリでは、２成分物質は限られ
た程度までしか混合されず、或いは、圧縮空気が付加的に必要になり、その圧縮空気は、
ある種の使用状態では有害な煙霧質の形成に至り、噴霧面上への２成分の均質な散布を必
ずしも保証しない。
【発明の開示】
【課題を解決するための手段】
【０００３】
　この背景に基づいて、本発明の目的は、噴霧ノズルに入る前に２種類以上の成分を、そ
れを用いて均質に混合する注出装置を提供することである。更に、成分は混合噴霧された
後に硬化するので、混合噴霧アセンブリは、最も簡単で可能な方式で交換できるべきであ
る。これは、請求項１による注出装置によって達成される。
【０００４】
　本発明が、例示的実施例の図面を参照して、以下に、より詳細に説明される。
【実施例】
【０００５】
　図１による注出装置１は、２連注射筒２及びその２連注射筒に取り付け可能な混合噴霧
ヘッド３を備える。公知のように、２連注射筒は、それぞれ等しい体積若しくは等しい断
面積、又は比率が１：１とは異なる断面積を有する２つの貯蔵容器４及び５を備える。２
つの成分が、２連のプランジャ６を用いて注出される。
【０００６】
　混合噴霧ヘッド３は、以後簡略化のために「ヘッド」と呼ぶが、本質的に３つの部品か
ら構成される。即ち、移行ハウジング７と、スナップ手段、溶接、接着、ねじ結合、又は
バヨネット結合を用いて移行ハウジングに連結され得る混合噴霧ピース８とである。
【０００７】
　基本的に、ヘッドは注出器に、例えばバヨネット結合手段又はねじ結合など、様々な方
式で結合することができる。しかし、有利には、ヘッドは、本発明の出願人のスイス国特
許出願第００４５３／０６号に記載されているような連結によって、注出器に簡単に差し
込め、そこから容易に取り外せる。この目的のために、注出器の出口側の固定領域９は、
個々の２つの出口１１及び１２が配置された出口フランジ１０を有する。各出口１１及び
１２は、本質的に直径に沿って配置され、外方に向き、出口フランジ１０から出口に向か
って先細になった隆起部１３及び１４それぞれを有する。各隆起部は、出口フランジから
ある距離で終端し、そこでスナップ突端１７及び１８それぞれに続く鞍状部１５及び１６
それぞれを有し、スナップ突端は移行ハウジング７の陥凹１９及び２０に係合する（図４
参照）。
【０００８】
　２つの鞍状部１５及び１６は、同じ形状を有するが、鞍状部１５は、出口側に先端部分
２１を有し、鞍状部１６は有さない。先端部分２１の有無は、ヘッドを確実に一定の向き
にしか取り付けることができないようにする規定手段を構成する。更に、２つの出口は、
その連結面の両側に、クランプ案内部２２を備える。更に、出口フランジ１０は、ヘッド
の配向の補助として機能する可視規定突起部２３を有し、ヘッドは対応する配向突起部２
４を有する。
【０００９】
　図２には、２つの構成部品から構成されるヘッド３が示され、混合噴霧ピース８が移行
ハウジング７に固定され、移行ハウジングの端部が、混合旋回チャンバの後方チャンバ底
壁４４を形成する。移行ハウジング７は、その出口側端部に、４つの配分部出口２６及び
２つの位置決め溝２７が配置された配分部ソケット２５を有する。波形領域２８では、ス
ナップ突端１７及び１８を陥凹１９及び２０との係合から解放し、それによってヘッドを
引き抜くことができるようにするために、ハウジングが圧縮可能である。
【００１０】
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　図４によれば、２つの長手方向孔２９及び３０が配分部ソケット内に配置され、それら
孔は横孔３１及び３２に連通し、それら横孔が配分部出口２６に通じる。規定及び配向突
起部によって、長手方向孔２９及び３０が注出器の出口１１及び１２と一直線になるよう
に、ヘッドを注出器に差し込むことができる。
【００１１】
　図２に示されるように、長手方向供給通路３３が横孔の端部２６から延在する。図４に
、混合噴霧ピース８の結合部分３４が、移行ハウジングの対応するつば３５Ａを受け入れ
る円周溝３５を有するところが示されている。ハウジング部分３４は、対応する位置決め
溝２７に係合する２つの位置決めカム３６を更に備える。混合噴霧ピース８の遮蔽部３７
は、環状混合チャンバ３９中に開口する４つの長手方向チャネル３８を有し、環状混合チ
ャンバ３９から４つの供給通路４０が同心の旋回チャンバ４１に通じ、旋回チャンバ４１
から噴霧出口４２が外部に通じる。
【００１２】
　図４Ａに、場合によってはより良好な噴霧作用を達成するために、圧縮空気入口６０が
混合噴霧ピース６１の鏡板５０に配置されている変形実施例が示されている。ヘッドの他
の部分は同じである。
【００１３】
　図６では、供給通路４０と供給ダクト４３とは混合チャンバに対して同じ角度を形成せ
ず、互いにずれていることが分かる。更に、供給通路と供給ダクト、並びに、旋回チャン
バと混合チャンバとはそれぞれ、ヘッドの長手方向軸に対して同じ平面内に配置する必要
はない。
【００１４】
　図７では、混合チャンバの底壁４４は平面であり、上側、即ち遮蔽部３７には、２つの
成分がそこから噴霧出口を通って噴霧される旋回チャンバに到達する前にそれら２つの成
分を混合するために、乱流を発生させる鋸歯状混合要素４５が配置されていることが認め
られる。
【００１５】
　導入部で述べたように、本発明は、本質的に、実際の噴霧処理の前に成分の効果的な混
合を達成するために、噴霧アセンブリの前、より詳細には旋回チャンバの前に混合アセン
ブリを設けることを目的とする。鋸歯状混合要素を有する環状同心混合チャンバを設ける
代わりに、図８～１０に従って、それ自体周知であるような静止混合要素を備える混合ア
センブリを設けることも可能である。
【００１６】
　図８による注出装置４６は、前述の実施例と同じ注出器２及び同じ固定領域を備える。
移行ハウジング４７の固定領域は前述の例示的実施例と同じであるが、混合器ソケット４
８が、その内部に混合アセンブリ４９を受け入れ、その外部に、混合噴霧ピース５８を移
行ハウジング４７に取り付けるために、固定手段５０、５１を擁するように構成され、そ
れによって、混合噴霧ヘッド５５を形成する。
【００１７】
　混合要素５２を有する混合アセンブリ４９が、混合噴霧ピース５８の遮蔽部５３の内部
に固定され、混合噴霧ピース５８とユニットを形成する。混合噴霧ピースを移行ハウジン
グ４７に装着する固定手段５０、５１は、スナップ結合、バヨネット結合、若しくはねじ
結合でもよく、又は、混合噴霧ピースは超音波溶接若しくは接着によって固定してもよい
。
【００１８】
　図１０によれば、ヘッドの遮蔽部５３はその中に配置された供給通路５４を例えば３つ
有し、供給通路５４は前述の実施例と同様に旋回チャンバ５６に通じ、そこから噴霧出口
５７が外部へ通じる。
【００１９】
　混合チャンバ又は混合アセンブリそれぞれの２つの例示的実施例に基づいて、その数が
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３つ以上の場合もあり得る成分を、旋回チャンバ及び噴霧出口を通して噴霧する前に旋回
チャンバの直前で、それによって効果的に混合する混合アセンブリの他の可能例が当業者
によって設計され得る。
【図面の簡単な説明】
【００２０】
【図１】本発明による注出装置の第１の例示的実施例の透視図である。
【図２】図１の拡大詳細図である。
【図３】図２の混合噴霧ヘッドを組立状態で示す図である。
【図４】図３の線ＩＶ－ＩＶによる断面図である。
【図４Ａ】圧縮空気入口を有する図４の混合噴霧ピースの変形実施例の部分図である。
【図５】図４の線Ｖ－Ｖによる断面図である。
【図６】図４の線ＶＩ－ＶＩによる断面図である。
【図７】図６の線ＶＩＩ－ＶＩＩによる断面図である。
【図８】本発明による注出装置の第２の例示的実施例の透視図である。
【図９】組み立てられた図８の混合噴霧ヘッドの断面図である。
【図１０】図９の線Ｘ－Ｘによる断面図である。

【図１】

【図１Ａ】

【図２】

【図３】
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【図５】

【図６】

【図７】

【図８】



(7) JP 5400609 B2 2014.1.29

【図９】

【図１０】



(8) JP 5400609 B2 2014.1.29

10

20

フロントページの続き

(74)代理人  100123180
            弁理士　白江　克則
(74)代理人  100089897
            弁理士　田中　正
(74)代理人  100137475
            弁理士　金井　建
(72)発明者  ケラー、ウィルヘルム、エイ．
            スイス国、メルリスシャーヒェン、オブシュトガルテンヴェク　９

    審査官  日下部　由泰

(56)参考文献  特許第２９２３４４８（ＪＰ，Ｂ２）　　
              特開昭５４－０５９６１３（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０７－１６３９２５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開平０９－１８７６３７（ＪＰ，Ａ）　　　
              実開平０２－０８１６４１（ＪＰ，Ｕ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｂ０５Ｂ　　７／０４
              Ａ６１Ｍ　３５／００


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

